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1、 は じめに

本稿 では、2013年 広島大学で開催 された全国大

学国語教育学会 「言語教育 と生きること」での こ

とばの教育(英 語教育 ・国語教育 ・日本語教育)

に携わる者たちのパ ネルの議論 を簡単にまとめた

上で、まず必要なことは、ことばの教育の 目的は

何か、 ことばの教育のめざす ものは何か、を考え

てい くこ とであることを確認す る。その後、筆者

の考えることばの教育の ビジ ョン 「社会 ・コミュ

ニティ参加 をめざす ことばの教育」(佐 藤 ・熊谷

2011)と は どんな ものなのか、具体的に提示 して

みたい。

2、 「言語教育 と生きること」パネルでの議論

言語教育の二極化はいろいろな ところで議論 さ

れてい るが、極端に簡潔化 して しまえば、それ は、

1)言 語知識の 「効率的な」習得のみに特化す る

言語教育 と、2)学 習者 と教師の人間的な成 長や

それ を通 した コミュニテ ィの変革 をめざす言語教

育である と言 うことができる(神 吉 ・熊谷 ・佐藤

2014出 版予定)。 今回の 「言語教育 と生きること」

パネル の発 表者は共通 して前者の言語知識の 「効

率的な」習得 のみに特化す るのみの言語教育に様

々な角度 か ら疑問を投 げかけてい る。

パネルでは、 ことばの教育を言語知識の 「効率

的な」習得 のみに特化す る教育 と定義 した場合、

発達障害の傾向が見 られ る(原 田)、 あるいは、

女性であることの居心地の悪 さを覚えている(永

田)よ うな学習者の存在を どう捉 えるかが問題 に

なった。つま り、学習者の 「生活」に支 えられ て

い る、 「生 きる主体性を取 り戻す」(柳 瀬)、 す

べての学習者 の居場所のある言語 教育を 目的 とす

ることが必要なのではないかとい う議論 である。

筆者 も過去 にすべての学習者の居場所のあるこ

とばの教育をめざす ことが必要な ことを強調 した

(佐藤 ・纐纈2009)。 ことばの教育において、教

師が学習者 にカ リキュラム、シラバス通 りにこと

ば、 「文化」に関す る知識 を与えてい くこと、そ

して、その知識の定着度 、また、パフォーマ ンス

を評価することは大切なこ とである。 しか し、言

語教育をも含むすべての教育には、将来を担 う次

世代の育成 とい う大切な任務がある。そ して、そ

の任務 を果たすためには、学習者が 自分で 自分の

学習に責任 を持つこ と、教師や ほかの学習者の持

ついいところを自分か ら積極 的に活用 し、よくな

い ところはお互いに指摘 し合 うこ と、また、 とも

に生 きる(教 室)コ ミュニテ ィーのメンバー とし

て教師 も学習者 もお互いに切磋琢磨 し、共通の 目

標 に向けて励ま し合 う姿勢 を養 うことも大切 であ

ると考えている。

このすべ ての学習者 に居場所 のあ る言語教育

を、細川は、私を語れ る、つま り、私 を聞いてく

れ る人がい るこ とばの教 育で ある とも言ってい

る。そ して、細川は 自らのめざす ことばの教育は

「ことばの市民」 として生きることをめざす教育

であ ると主張 している。細川は 「こ とばの市民」

として生きるとい うことは混沌たる 「全体」の中

に身を置き、生 きる とい うことを考 えること、そ

して、行為者一人一人が一個の言語活動主体 とし

て、それぞれの社会を どのよ うに構成 できるのか

とい う課題 と向き合 うこ とで ある とも言 ってい

る。

そのよ うなことばの教育を実現す るためには、

現在のことばの教育には何が必要なのか。永田は

教師が自らの生活を重視す ることが大切 だと述べ

ている。そ して、学習者 が 「生活」 に支えられた

批判 的思考力を持つ ことによって 「抑圧」をかけ

ていたのはだれかに気づき、 「抑圧」 と 「救い」

を両義的にとらえ られ るよ うになることが、学習

者 のエンパ ワメン トのために必要である と強調 し

ている。

それでは、ことばの教育が(英 語、国語、 日本

語教育が共通 して)め ざす ものは何 なのだろ うか。

それは、これ までの言語教育で失われ たものを取
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り戻すためなのか、それ とも、生 きる主体性 を取

り戻すため、生 き延びるため、エ ンパ ワメン トの

ためなのか、あるいは、 「ことばの市民」を作る

ためなのか、また、それ らは異な る目的なのか、

あるいは同 じ目的を違 う側面か らみてい るだけな

のかが当 日のパネルで議論 された。

筆者 が考えるに、最終的に何 を 目的にす るかは、

その教師が置かれている環境、つ ま り、国、地方

自治体、学校、プログラムの枠組み と時代の流れ

の中で しか設定 し得 ない し、 目の前にいる学習者

のニーズも無視することもできない。 しか し、最

も大切 なことは、教師がただそれ らの要望に応え

ることだけに一生懸命 になるのではな く、今 ここ

にいる私に しかできない ことばの教室 を どのよ う

に運営 していくか、その 目的 をどの ように設定す

るかである と考えている。そのためには、教師 自

身が 自分は何のためにことばを教 えてい るのか、

学習者 とどの ような未来 を築いていきたいのか と

い う未来像 を持つ必要がある。 しか し、その未来

像は、人や知識が時代 とともに変化 していくよ う

に、 しっか りと固定された ものな のではなく、む

しろ、変化 してい くのが 当然 であると言 える。 し

たがって、大切 なことは、どの 目的がよ り正 しく、

どの 目的が誤 ってい るのか とい った議論 ではな

く、 ことばの教育の 目的を追い求 め続 ける、その

行為 自体なのではないか と筆者 は考 えてい る。

次節では、現時点で筆者 の考え るこ とばの教育

のめざす ビジ ョンについてま とめてみたい。

3、 ことばの教育の 目的は何か:社 会 ・コミュニ

ティ参加 をめ ざす 日本語教育

筆者 と熊谷は 「社会参 加 をめ ざす 日本語教育」を

以下のよ うに定義 している(佐 藤 ・熊谷2011)。

「社 会参加 をめざす 日本語教育」 とは、学習者が

自分の属 してい る(属 したい)コ ミュニテ ィ'1のル

ール(例 えば、言語や文化 の知識や規範 など)を

学び、それ らを単に通例 として受 け入れ るのでは

なく、批判的に考察 し、説得 した りされなが らい

い と思 うものは受 け継 ぎ、そ うでないものは変え

て行 くための努力を し、コミュニティの メンバー

としての責任を担 うことをめざす 日本語教育であ

る。

この社会参加をめざす言語教育が究極的に強調 し

たい ことは、言語 を学ぶ ・使 うとい うことは、本

質 的 に、社会 的 な営 み であ る とい うこと、つ ま り、

こ とば を使 って 自分 自身 を表現 す るた め には 、 自

己に対 峙す る他 者 が必 要 、つ ま り、社 会 ・コ ミュ

ニ テ ィの存在 を抜 き に した言語使 用 は意 味 が ない

とい うこと。 また 、 自己実 現 を可能 にす るた めに

は 、それ を実行 す る場 、そ してそれ を認 めて も ら

う場 、 つま り、社 会 ・コ ミュニテ ィが必 要 で ある

とい うこ と。 そ して、 その社 会 ・コ ミュニテ ィで

メ ンバ ー の一 人 と して生 きてい くた め には 、 よ り

よい社 会 ・コ ミュニ テ ィづ く りを何 らか の形 で担

うとい う責 任 が あ る とい うことで あ る(佐 藤 ・熊

谷2011)。

佐 藤 ・熊 谷(2011)で は 、 この よ うな理念 を実 現

す る よ うな 実践 の 計画 に は以 下の5つ の点 に留 意

す る必要 が あ る と提 唱 した。

1.内 容 を重視 す る活 動

2.学 習者 の 個人 の興 味 を尊重 す る活動

3.多 様 性 を 尊重 す る活動

4.文 脈 を重視 す る活 動

5.学 習 者 の 自己実現 を支援 す る活 動

これ らの活 動 の 中で 、1.内 容 を重視 す る活 動 、2.

学 習者 の個 人 の興 味 を尊重 す る活 動 に関 連 して 、

5.学 習者 の 自己実現 を支 援す る活 動 は 、学習者 が

自 らの こ とば の 学 習 の 目標 を設 定 す る上 にお い

て 、特 に大切 で ある と筆者 は考 えて い る。

学習 とは 、 自分 自身 の 目的 を達 成、 つ ま り、 自

己実現 のた め に、 生涯 か け て、それ ぞれ が主 体的

にお こな うべ き もので あ り、教師や 教 室 活動 とい

うのは その た めの支 援 にす ぎない と、 筆者 は考 え

てい る。 学習 者 が コー ス終 了後 も、教 師 の手助 け

な しで 自主的 に学習 をつづ け、社 会 ・コ ミュニ テ

ィ に参加 してい け る よ うな 指導 を行 うに は、 「言

語 を使 って何 が したい のか 」、 「どん な 言語 使 用

者 にな りた いの か」 、 「何の ため に誰 とコ ミュニ

ケー シ ョンす るのか 」 な どの 自己実現 を達成 す る

手 が か り とな る よ うな 問 い を 学 習 者 と とも に 考

え、学 習者 自らが 言語 学習 の目 標 を設 定 す る機 会

を組 み 込む こ とが 重要 であ る。 そ して 、筆者 は、

自 己実 現が 他者 の存在 な しでは あ り得 な い とい う

こ と、また 、 自己実現 をめ ざす学 習 は 、それ を可

能 にす るた め の社 会 ・コ ミュニテ ィ との 関 わ り、

つ ま り、社会 ・コ ミュニテ ィへの 参加 が 必要 であ

る と考 えて い る,

この よ うな ビジ ョン、教 育理 念 は プ ログ ラム、
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カ リキュ ラ ムの根 底 に流れ るいわ ば基 盤 とな るべ

き もの で あ る こ とは言 うまで もな い が 、 この よ う

な理 念 を全 面 に打 ち 出 したプ ロジ ェク ト型 実践 を

カ リキュ ラム に取 り込 む こ とも可能 で あ る11i。これ

まで に筆者 らは 日本 語 教育 にお い て そ の よ うなプ

ロ ジ ェ ク トを い く つ か 開 発 し て き た(Fukai

[Nishimata1&Noda2011,Konoeda2011,Sato&

Hanabusa2011,佐 藤 ・熊 谷2011,西 俣 ・熊 谷 ・佐

藤 執筆 中)が 、次節 で はそ の新 た な事 例 と して 、

「見つ め 直そ う自分 の将来 と 日本 語 」 プ ロジ ェ ク

トを紹介 す る。

4、 見つめ直そ う自分の将来 と日本語プ ロジェク

ト1v

「見つめ直そ う自分 の将来 と日本語」プ ロジェク

トは、2013年 秋学期に米国東海岸 にある私立大学

の 日本 語上級 の学習者 を対象 に行 った活動 で あ

る。 この活動で学習者 は自分の将来 と日本語学習

の関係 を考え、 自分 の将来 と日本語の関係、社会

・コミュニテ ィ貢献、 自分 の 日本語に関す る3種

類の 目標を設定、その後、身近 な コミュニティと

関わ りなが ら目標 達成 に向けて活動を行 った。学

習者に伝えた本活動 の 目的 と活動概要は以下の通

りである。

れが達成できるよ うに努力する。

プ ロジェ ク トの 目的 と活動概 要

① 自分 の将来 と 日本語 の 関係

自分 が なぜ 日本 語 を勉 強 して い るの か 、 日本

語 で何 が した い の か 、何 が で き る よ うに な り

たい のか 、 将 来 何 が した い か(仕 事 、趣 味 な

ど)、 どん な 人 間 に な りた い か な どを よ く考

えてい く。

② 参加 して くれ る人 ・グル ー プ ・コ ミュニ テ ィ

ー への貢 献

この プ ロジ ェ ク トに参加 して くれ る 人 々 に何

か利 益 が あ るか 、役 に 立つ か を考 え る。

③ 自分 の 日本 語

自分 の 日本 語 を振 り返 っ て、 今 の 自分 に は何

が 足 りな い の か 、 これ か ら 自分 の 日本 語 を ど

う伸 ば してい きたい か考 え る。

・ ① と② と③ の 接点 は な いか考 え、実 際 に何 か

活動 をす る。

・ ① と② と③ を達 成 す る た め に は何 が足 りな

い か、具 体 的 に何 を した らよいか 考 え、 自分

の今 学期 の 目標(Can-dostatementv)を 決 め 、そ

本 プ ロジ ェク トでは 、まず 、学生 は プ ロジ ェク

トの 目的 と手順 につ い て説 明を受 けた後 、 自分 の

将 来 と 日本 語 、 コ ミュニテ ィーへ の貢 献 、 自分 の

日本語 に 関 して それ ぞれ 目標設 定 を行 う。そ して 、

学 習者 は 自分 たち の選択 した活動 を通 して 、 自分

の将来 と 日本語 学習 の 関係 を積極 的 に見 つ め直 し

てい く。活 動 では 、 自分 の もつ さま ざま な言 語 の

レパ ー トリー を活用 し同時 に新 しい レパ ー トリー

も学 習 しなが ら、周 りの リソー ス を積 極 的 に活用

し、 自分 の興味 の あ る コ ミュニテ ィへ どん な貢 献

が で き るか考 え実行 してい く。 このプ ロジ ェ ク ト

では 、教 師 との面談 、 ク ラス メー トとの デ ィス カ

ッシ ョン、 中間報告 な ど、活 動 の振 り返 り、問題

発 見解 決 の機会 を多 く設 けた。 また 、学 期末 には

最 終発 表 を行 った。 実 際の活 動 手順 は以 下 の通 り

で ある。

活動手順

1。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

プ ロジ ェ ク トの 目的 と手 順 に つ い て 説 明 を

受 け る。

プ ロ ジ ェク トの 目的 の ① 日本 語 と 自分 の 将

来 の見直 し、② 参加 して くれ る人 ・グル ー プ

・コ ミュニテ ィー への貢 献 、③ 自分 の 日本 語

を よ く考 え、 具 体 的 な 計 画 と 目標(Can-do

statement)を 提 出す る。

目的を達成 で き る よ うに各 自活 動 を行 う。

定期 的 に教師 と個 人面 談 を行 い、活 動 で何 を

してい るか につ いて説 明 し、そ の時 点 で の問

題 な どについ て相 談す る。

授 業 で ク ラス メー トに 自分 の プ ロジ ェ ク ト

につ いて話 し、 ア ドバ イスや 意 見 を も ら う。

教師 と話 し合 った 内容 、プ ロジェ ク ト中 に感

じた こと、思 った ことを記録 と して メモ して

お く。

中間発表 では 、それ ま でに どん な こ とを した

か、活動 を通 して、自分 自身 や 自分 の将来 へ

の考 えで どん な こ とが 変 わ った か な どにっ

いて発表 す る。

年 度末 のス ピー チで は、このプ ロジ ェ ク トを

通 して、自分 自身や 自分 の将来 へ の考 えで ど

んな こ とが 変 わったか 、どん な大切 な こ とを

学ん だか な どについ て 自分 の 考 えを述 べ る。

(と くに、聞 き手は ク ラス メー ト、先 生 、 日
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本 語 を勉強 してい る後輩 た ち、ス ピー チ コン

テ ス トを聞 き に来 て くだ さる人 た ち で あ る

とい うこ とを念頭 に置 くこ と。)

学習者 がこの活 動で選んだ活動は実 に様 々 であ

る。例えば、2013年 秋学期 に学習者が選んだ トピ

ックは以下の通 りである。

・絵本作成 と読み聞かせ

・絵本の翻訳 と読み聞かせ

・ 原子力利用についての意見交換

・ 日本語 と英語の会話パー トナー

・ 日本の音楽事情について

・ 日本語 と韓国語の比較

・ 日本の職場での女性 の状況 について

・ 日米の動物愛護 について

また、実際の この活動の具体的 な目標設定であ

るが、学習者が 自分で 目標(candostatement)を

設定 し、教師 とその 目標を確認、特にコ ミュニテ

ィーへの貢献、 自分の 日本語に関する 目標 は、あ

ま りにも漠然 としすぎているものに関 しては若干

の修正を してもらった。

しか し、 日本語 と自分 の将来に関す る目標に関

しては、将来 の 目標が定まっていないほ とん どの

学習者 に とって 目標 設定が大変だ った よ うであ

る。例えば、絵本作成 と読み聞かせを活動内容 と

して選んだ学習者 は、地域 の高校生達 と一緒に 日

本語の絵本 を作成 し、 日本語の本の読み 聞かせ会

で作成 した本を子供達に読み聞かせる といった活

動を行 った。その学習者 の場合、 まだ大学2年 生

とい うこともあ り、将来の 目標は明確 に定まって

いなかった。そのため、活動の当初は、 とりあえ

ず 日本語学習の楽 しさをほかの人たちに も伝 えた

い とい うことでプロジェク トを始めた。 その学習

者は、 自分の 日本語 に関す る目標 として、本人が

苦手だ と感 じていた、他の人への企画な どの説明、

あるいは、メールのや り取 りの 日本語力 を伸ばす

とい う目標を設定 したが、その後 、その 自分の 日

本語力の 目標 と将来 自分の専門でもある工学の仕

事 とを結びっ けようと試み た。そ して、将来 自分

が 日系企業や研 究所に勤めた際、 日本 とのプ ロジ

ェク トな どでのや り取 りで、企画を説明を した り、

丁寧 なメールのや り取 りができる 日本語力は役に

立っ のではないか と考え始 めたのである。 そのた

め、絵本の読み聞かせの活動が一段落 した段階で

活動 内容 を追加 し、オンラインの科学技術 に関す

る新聞記事 などを読み、そのニュースを個人面談

の時間を利用 して教師に、また、別の時間を取っ

て 日本人の知 り合いに説明 した り、意見交換をす

るとい う活動も取 り入れ始めた。

この 「見つめ直そ う自分 の将来 と日本語」プロ

ジェク トで、教師は 「将来 どんな人にな りたいの

か、 どんな仕事が したいのか」、 「日本語 を使 っ

て何が したいのか」、 「どんな日本語話者にな り

たいのか」 、 「何のために誰 とコミュニケーショ

ンするのか」、 「日本語を使 って自分は社会 ・コ

ミュニテ ィにどんな貢献ができるのか」 とい う問

いを、何度 も繰 り返 し学習者に問い続 けた。参加

した学習者 の中には まだ大学に入ったばか りで、

そのような問いを全 く考えたことがなか った とい

う学習者か ら、就職 を間近 に控 え真剣1に自分の将

来を考えている学習者 までさまざまであったが、

多くの学習者が漠然 と ヨ本語が上手にな りたいと

考 えていた状態から、能動的に日本 語学習 と自分

の将来について考え、具体的な目標設定を し、そ

の目標達成 に向けて社会 ・コミュニティ と関わ り

なが ら日本語学習の 目的について最後まで開い続

けていた,

日本語学習者の中には 、上級 レベル になっても

自分の ことを日本 語が不十分で常に直 し、てもらわ

なければな らない存在であると捉 えてい る学習者

も多い。 しか し、このプロジェク トでは、そのよ

うな学習者 には特 に、 旨本語を含めた複数の言語

・文化 を知 っているメリッ トを活か し、 自分は社

会 ・コミュニティに何が与え られるのか(社 会 ・

コミュニテ ィへの 貢献)と い う二とを考え活動す

るように指導 した。 その結果、 日本語以外の言語

で しか知 られていない情報や、 自分や 自分の周 り

の人の 一個人 の意見な どを 日本語 で相 手に伝え情

報交換を行 った り、 日本語 には翻訳 されていない

絵本 を外国語か ら日本語に翻訳 して読み聞かせた

りす るよ うな活動が積極的に行われた。この場合 、

大切なことは、言語や 「文化 」の違 いに焦点を当

てながら(自 分が2つ 以上の言語、 「文化」を知

っていることのメ リッ トを考える)同 時に、言語

や 「文化」の違いに焦点を当てす ぎない、つまり、

同 じ人間 として 目の前にい る相手を しっか りと見

つめ コミュニケーシ ョンす る とい うスタンスであ

ろ う。

上の例であげた学習者の ように、好きな ことを
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始め る中か ら、 目標に対す る具体的な意識が生ま

れて くることもある。 また、学期の途 中で活動内

容を変 えた り、最後まで どんな活動をす るか落ち

着かない学習者 も数 人存在 した。 これ は、学習者

が大学で多様なバ ックグラウン ドをもつ人たちと

触れ合い、いろいろな科 目を履修 しさまざまな知

識を学んでいく中で、 自らの価値 観が揺 さぶ られ

ている状態 、また、その中で 自分の卒業後の進路

も考えていかなけれ ばならないその不安定な状態

を如実に表 している とも言 える。それはまさに「混

沌たる 「全体」の中に身を置 き、生きる とい うこ

とを考 える」 ことであ り、学習者 が真剣 に社会 と

将来 を考えているとい うことの現れであるとも言

える。

5、 おわ りに

本稿では、2013年 全国大学国語教育学会 「言語教

育 と生きること」パネルの議論を簡単にま とめた

後、一番大切なことは、 ことばの教育の 目的、こ

とばの教育のめざす ものは何かを考えてい くこと

であることを確認 した。その後、筆者が現時点で

考えていることばの教育の 目的、 「社会 ・コミュ

ニテ ィ参加 をめざす ことばの教育」のビジ ョン と

その具体例である 「見つめ直そ う自分の将来 と日

本語」プロジェク トを簡単に紹介 した。

従来、外国語教育において、学習者は、教師か

ら与え られ る知識や情報 を蓄積 し、 「正 しく」学

習言語を使用す るこ とが期待 され てきた。 もちろ

ん、言語や 文化の知識 を学んでい くことが大切な

のは言 うまでもないが、何 を目的 に学習者は 日本

語を学んでいるのか とい う根本的 な問題 に立ち戻

った時、我 々ことばの教師は、学習者 を、 ことば

をつか って 「社会に参加 し、様々な問題解決のた

めの一端 を担 って行 く一個人」で ある と捉え直す

必要があるのではないか と強 く感 じてい る。 もち

ろん、 自分の学校のカ リキュラム、クラス活動 の

設計には、言語教育の動向、地域や学校,そ して、

学習者のニーズを無視す ることはできないが、そ

の中で教師が どんな教育理念を持 って実践 を行 っ

てい くか とい うことは非常 に大切 なことである。

なぜな ら、教師が行 ってい る実践 は社会や コミュ

ニテ ィにイ ンパ ク トを与えているか らであ り、教

師 自らの実践を通 して、社会や コ ミュニティに影

響を与 え、変 えてい くこともでき るか らである。
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夏ここで い う 「社 会 」 とは 日本社 会
、 国際 社 会 と

い った包 括 的 な全体 社会 、 もっ と小 さな コ ミュニ

テ ィや グル ー プ とい った 自然発 生 的 、お よび 人 為

的 な集 団 や仲 間 もそ の形態 と して 捉 えて い る。
u本 稿 で の 「コ ミュニテ ィ」 とは地 域社 会 だ け で

はな く,研 究 仲 間,趣 味仲 間,ク ラス メー トな ど,

さま ざま な 「実 践 の コ ミュ ニ テ ィ 」(Lave&

Wenger1990,Wengerl990)を 指 してい る。
iii社 会 参 加 を め ざす こ とば の 教 育 の理 念 をプ ロ

ジェ ク ト型 実践 と して 取 り入 れ た事 例 には 、 ほか

に プ ログ プ ロジ ェク ト(佐 藤 ・熊谷2011)、 ポ ッ

ドキ ャス トプ ロジ ェク ト(佐 藤 ・熊 谷2011)、 社

会 に関わ ろ うプ ロジェ ク ト(Sato&Hanabusa2011,

西俣 ・熊 谷 ・佐 藤 執筆 中)、 デ ジタル ス トー リ

ー テ リン グプ ロヘ ジェ ク ト(Konoeda2011 、西俣

・熊 谷 ・佐藤 執 筆 中) 、コ ミュニ テ ィ参加 型 プ ロ

ジェ ク ト(Fukai【Nishimata】&Noda2011,西 俣 ・

熊 谷 ・佐 藤 執 筆 中)が あ る。
tV本 プ ロジ

ェ ク トは柴 田智 子 さん との 協 働 プ ロ

ジェ ク トで ある。 プ ロジ ェク ト開発 、 実行 な どに

お いて は柴 田智 子 さん が 中心 にな りこの プ ロジ ェ

ク トを進 めて いた だい た。 この場 を借 りて お礼 を

申 し上 げ たい。
vCandostatementに 関 し て は

https://jfstandard.jp/cando/top/ja/render.doを 参 照 の

こ と。
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